第６０回城南地区柔道選手権大会要項

主　　催　　城南地区柔道連盟　　　
共　　催　　熊本日日新聞社
日　　時　　令和４年１０月９日（日）※（集合時間はタイムスケジュールによる）　　
場　　所　　八代トヨオカ地建アリーナ（八代市総合体育館）
出場資格　　原則として各支部居住地から出場すること。
　　　　　　出場選手は必ず全日本柔道連盟登録を完了していること。
　　　　　　　※感染症拡大防止対策として、各支部出場枠を制限する場合がある。
　　　　　　　（各支部の出場枠は別表に定めるが出場枠数の見直しをする）
　　　　　　　※大会当日、証明書、健康管理表、検温確認表の提出がない場合は出場できない。
　　　　　　　※大会当日、欠員が発生した場合の補充はできない。
　　　　　　　※高校生において、出身支部からの出場は認められない。
　　　　　　　※柔道を始めて6か月未満の選手の出場は認められない。
計量は軽量級・重量級とも測定する。
※計量時間はタイムスケジュール表をご確認ください。
※体重オーバーの場合は失格とする。（１㎏未満の時は出場を認める）
※体重オーバーで失格になった場合、補員の出場は認めない。
（欠員の場所に他支部の補充は認めない）
※体重の軽い者が上の階級に出場することは認めない。　　　　　
　　
出場区分　　男子の部（出場枠は別表を確認すること）
1 小学生　1・2・3・4・5・6年生
2 中学生　学年別・体重別２階級
体重区分　１年生の部　軽量級５５ｋｇ未満：重量級５５ｋｇ以上　
２年生の部　軽量級６６ｋｇ未満：重量級６６ｋｇ以上　
３年生の部　軽量級７３ｋｇ未満：重量級７３ｋｇ以上
3 高校生　体重別２階級
体重区分　学年フリー　軽量級７３ｋｇ未満：重量級73ｋｇ以上
4 一般
※人数に制限なし。申し込みがあった選手は必ず出場させること。
※各支部必ず１名は出場させること
※申し込みは強い順に記入すること。
　　　　　
　　　　　　女子の部（出場枠は別表を確認すること）
1 小学生　1・2・3・4・5・6年生
2 中学生　体重別２階級
体重区分　学年フリー　軽量級５７ｋｇ未満：重量級５７ｋｇ以上
3 高校生・一般　体重別２階級
体重区分　年齢フリー　軽量級６３ｋｇ未満：重量級６３ｋｇ以上
※申込時に体重も記入すること　
※人数に制限なし。申し込みがあった選手は必ず出場させること。

参 加 料　　申込み時の参加選手数×６００円を指定された期日までに本部へ納入すること。または指定口座へ振り込みをお願いします。
参加料は申し込み後の返金はしない。
但し、大会が中止になった場合はその限りではない。
　　　　　　
大会申込　　所定の様式を使用し、支部長の責任において申し込みを行うこと。
申し込みはメールでの申し込みを基本とします。
出場選手、役員、審判員の氏名に誤字が無いようにお願いします。
参加申込に際しては、必ず保護者の同意を得るものとし、同意書は各道場で1か月間保管する。証明書、健康管理表、検温確認表は大会当日に受付で提出し確認を得ること。（様式別紙添付）
試合場（体育館内）には審判、選手、監督、コーチ、大会関係者以外は入場できません。（ネームカ－ド使用）
申込締切日　令和４年８月26日（金）までに送信済みのこと。
申込受付先　本部事務局宛　
　　　　　　　　　　　　城南地区柔道連盟　jyounanjudo@ymail.ne.jp
抽選会　　　今回は大会本部で抽選します。関係者には後日、抽選会日程
　　　　　　及び会場をお知らせします。組合せ表は県協会ホームページに掲載します。

試　　合　　試合場　　　4会場
　　　　　　試合時間　　小学１・２年生　２分：３年以上小学生・中学生・女子は３分：高校生以上は４分でロスタイム無しとする。（但し、優勝戦はロスタイム有り。昼食の時間は特別に設けない）
　　　　　　　　　　　　（審判員はロス時間が発生しないように配慮すること）
　　　　　　判定基準　　国際柔道連盟試合審判規定・少年規定及び大会実施要項に基づき勝敗の決定をする。（新ルール含む）
　　　　　　　　　　　　ゴールデンスコアは行わず、時間内で旗判定により必ず優劣をつける。
　　　　　　　　　　　　禁止事項については、各支部で十分指導しておくこと。
　　　　　　優勝戦　　　すべての階級において、継続して優勝戦まで行う。
　　　　　　柔道衣　　　柔道審判規定にあったものを着用すること。　
選手のゼッケン不着用は失格とする。
（所属の明記したゼッケンでも可）
規定にあわない場合は失格もあり得るので各支部で指導し
ておくこと。
小学1年生にはヘッドキャップを着用させること。


表　　彰　　優勝（金メダル）・２位（銀メダル）・３位（銅メダル・２名）
　　　　　　最優秀選手賞（熊日より楯）中学３年生以上の優勝者の中から選出する。
　　　　　　各階級試合終了次第、その都度表彰を行う。
審 判 員　　各支部において所定の審判員数（別表）を確保すること。
（有資格者を選任すること、また全柔連に審判登録していること）
（大会前に審判講習会を実施する場合がある）
　　　　　　審判服は夏服を着用すること。
　　　　　　審判会議は大会当日スケジュールに合わせて会場で行う。
事故対策　　万一の事故に備え、出場選手には各支部において保険に加入させること。
　　　　　　救護として、整復師会へ依頼し、整復師等を常駐させる。
　　　　　　保護者より、選手の出場承諾書を取っておくこと。
感染対策　　新型コロナウイルス感染状況により突然の中止又は内容を変更する場合
がありますのでご了承下さい。
その他　　　弁当及び宿泊等については抽選会の折、大会本部に相談すること。
大会中止により各道場等が手配したキャンセル料等につきまして、主催者は一切の責任を負いません。駐車場は必ず規定の場所に駐車して下さい。体育館より苦情がきています。 守れない場合は警察照会にて移動させます。各支部は徹底させて下さい。
申込に対する問い合わせは、各支部事務局を通し、書面にて本部理事長宛にメール送信ください。（Email : yume-ru@oboe.ocn.ne.jp）
第６０回大会は有観客で計画しておりますが、施設の入場制限、コロナの感染状況により９月下旬までには決定し、事務局を通し周知します。
　　　　　　会場設営は前日に実施します。各支部より協力者を派遣くださるようお
願いします。人数割当ては、後日支部事務局へお知らせします。



